
令和６年１月に、下落合コミュニティセンターにて「与野駅東口駅前広場
の整備手法の検討に関する勉強会」を開催いたしました。当日はお忙しい中
ご参加いただき、ありがとうございました。当日の概要や主なご意見・ご質
問についてご報告いたします。
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<実施概要>

令和6年3月
与野駅東口駅前広場ニュース vol.03

「与野駅東口駅前広場の整備手法の検討に関する勉強会」を開催しました！

勉強会での主なご意見・質疑応答

日 時：令和6年1月18日（木）19:00～20:30

場 所：下落合コミュニティセンター

参加人数：7名

内 容

1. 前回のおさらい

2. 聞き取り調査の実施結果

3. 駅前広場における整備手法

4. 将来のイメージ

5. 事業の流れ

■ 今回の説明会にて、さいたま市道路計画課としては街路事業ということでイ
メージパースを提示したことは一歩前進だと考えている。過去10年、20年
の間で今回のようなイメージパースを市として初めて提示したと認識してい
る。他の２つの整備手法のパースがあればさらにイメージが膨らむと考えら
れる。
今後、市と地域住民が互いに熱を持って、事業化に向けて協力し合いながら
進めてほしいと考えている。

裏面もご覧ください

お忙しい中ご出席いただき
ありがとうございました。

▲勉強会の様子

▲将来のイメージ図
※街路事業で進めた場合のイメージ図です

▲グループワークの様子



＜駅前広場周辺に関してのご意見＞
・中山道の電柱の地中化が始まるため、駅周辺もきれいに整備を進めていただきたい。
・イメージパースの場合、駅を降りてから最初にマンション等の背面が目に入るため、駅を降
りてからの景観の見え方も検討すべきである。

・駅前広場整備に伴い交通量増加が見込まれるため、安全性を確保してほしい。
・JRなど駅も含めた公共施設との連携を図っていただきたい。

グループワークの意見交換で出た主なご意見について
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【問い合わせ先】
さいたま市建設局土木部道路計画課 事業推進係 担当：長谷川・根岸
TEL：048-829-1498 E-mail :doro-keikaku@city.saitama.lg.jp
FAX：048-829-1988

※詳細な勉強会資料はさいたま市HPをご確認ください。

＜駅前広場に関してのご意見＞

＜その他のご意見＞

＜与野駅東口のイメージに関してのご意見＞
・将来のイメージとして、現在のように小さな商店がある雰囲気が良い。
・与野駅東口は西口のようなビルのイメージではない。
・与野駅ならではのコンセプトが必要である。

・権利者だけでなく、駅利用者、近隣住民の意見も大切である。
・次世代の意見と共に、今の世代の意見も大切にしてほしい。
・勉強会欠席者に対しても幅広く意見を聞いていただきたい。
・地権者が協力的な時に進めるべきだと思う。
・建て替え期間など補償について具体的に知りたい。
・権利者が当事者意識を持つためにも用地調査、補償調査など具体性が必要だと思う。

・人口減少の時代において、大きな再開発でなくてもよいと考える。
・街路事業など行える事業から進め、中山道沿いのマンション等は駅前広場整備に合わせ
可能であれば再開発を進めてもらいたいと考えている。

・再開発を行うのであれば、一体的に進めてもらいたい。
・街路事業や再開発事業について、事業が可能な範囲から段階的に行うことにより事業推進に
おいて起爆剤になると思われる。

＜整備手法に関してのご意見＞

など ...

など ...

など ...

など ...

など ...

・与野駅東口の魅力向上につなげるため、駅も含め利用し易いようにしていただきたい。
・駅前広場に緑があるとよい。
・ベンチがあり公園のような役割がある駅前広場が望ましい。
・さいたま新都心駅などでは鳥のフンや騒音が問題になっているため鳥対策をしていただきたい。
・駅から中山道に向けて多くの学生が通行するため、現在の歩行者と車両が混在している状況は
危険である。歩道を拡幅するのはよい考えである。

・昔はバスが駅前広場まで入っていたため、整備と同時にバスが駅前広場まで入ってきてほしい。
・冠水しやすい場所のため浸水対策や火災対策など災害に強い駅前広場にしていただきたい。
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